
 

 対策の検討 

近隣住民を交えたワークショップによる通学路の改善策の検討（新潟県 新潟
にいがた

市） 

・小学校の移転による通学路の変更を契機に、近隣住民・学校・警察・国・市等が連携し、通学路の
交通安全対策に関するワークショップ（WS）を開催（平成２８年７月から４回開催）。  

・第１・２回ワークショップでは、グループワークにより通学路における問題点を抽出、具体的な対
策案を検討した。 

・第３回ワークショップでは、提案された具体的な対策案に対する実施方針案をとりまとめた。 

・第４回ワークショップでは、対策の効果説明と改善箇所の検証を行った。 

■グループワークの様子 

 

■ワークショップのフロー（出典：国際交通安全学会） 

■第 1回･2回 WS で提案された主な対策案 

 

出典：新潟市中央区 HP 

■第 3回 WSでとりまとめた主な実施方針案 

 
出典：新潟市中央区 HP 

  

ワークショップ（WS）実施準備
参加者の選定、事前説明
関係機関、地域住民への周知、参加依頼
関係者による合同点検
開催関係者間の役割分担、進行確認

第１回ワークショップ
交通安全対策に関する知識の共有
課題の洗い出し、問題意識の共有

第２回ワークショップ
客観データによる課題の共有
対策案の具体化
対策案の留意点の洗い出し

第３回ワークショップ
実施候補対策案の提案
参加者間での対策案への合意形成

地域住民全体への説明
（説明会等開催）

対策実施

第4回ワークショップ
実施した対策の評価
未解決な課題や新たな危険箇所の
洗い出し、問題意識の共有

WSに向けた検討
• WSで挙げられた課題に関する客観

データの取得、分析
○交通調査 ○ビッグデータ

• 考えられる対策案の検討

結果の広報
（日和山小交通安全対策

ワークショップかわら版）

WSに向けた検討
• 第2回WSで挙げられた対策案の検討

○現地調査
○関係機関協議

結果の広報

結果の広報

WSに向けた検討
• 実施した対策内容の効果の把握

○交通調査、アンケート
○ビッグデータ

結果の広報

ライジングボラード 狭さく、路肩のカラー化
・減速マーク等の設置 ・カラー舗装の実施 等

【WSで提案され、実施された対策】

本事例集 p.79 を参照 



 

地域住民との協力による追加対策の検討（鹿児島県 志布志
し ぶ し

市） 

・平成 24年度に車道幅員を 5mに狭め、路側帯のカラー舗装化を実施。しかし、速度抑制効果が確認
されなかったことから、地域住民との意見交換会を実施。 

・地域住民から「中途半端な対策では交通事故は無くならない。子供たちを守れない。自治会役員も
住民に理解と協力を促すので 30km 以下の速度規制をお願いしたい。また、道路をわざと狭くする
など、速度抑制効果のある対策を実施してほしい」との意見があり、狭さくの設置、交差点部及び
車道に歩行者優先の路面標示の設置を実施することとなった。 

■意見交換会の実施  

 

地域住民と道路整備のあり方について意見交換

会を実施 

 

■通学路の状況（対策前） 

 

■通学路の状況（対策後） 

 

狭さくの設置 
 

 

  

路側帯にカラー舗装を実施 


